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九大 ･理 太 田 隆 夫
熱力学的に平衡な系を相転移温度以下に急冷すると系は熱力学的に不安定あるいは準安定
とな り,揺ぎの増大を経て最終のより安定な平衡状態に落ちつ く｡ このような現象はスピノ
ダル分解あるいはNucleationとして古 くから知られている｡動的Isingモデルに基づいたス
ピノダル分解 (以下,保存系とよぶ)の最近の計算機実験は秩序化の過程にスケー リング則






保存 しない秩序無秩序転移 (以下,非保存系 とよぶ)の計算機実験 5),6)でも観測 されている｡
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結 晶 成 長 の 理 論
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